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症例は 92 歳女性。平成 26 年 3 月中旬より下血を自覚し、近医を受
診後、精査目的で当院紹介受診した。腹部造影ＣＴ検査を行い、Ｓ
状結腸で、便塊の腸管外への脱出と周囲の free air を認め、Ｓ状結
腸穿孔と診断した。高齢であり、全身状態が悪く、家族の希望もあっ
たため、保存的に治療を行う方針とした。抗菌薬投与で炎症反応の
改善を認め、中心静脈からの栄養投与を開始した。その後、状態は
安定し転院可能な状態となった。内視鏡治療後などの結腸穿孔に対
して保存的治療で改善する例は散見されるが、便が腸管外へ脱出す
るような結腸穿孔に対して保存的治療で改善した症例についての報
告は稀であり、文献的考察も含めて報告する。
